
6 月 20 日は国連が定めた 「世界難民の日」 です。
パレスチナではイスラエル建国に伴い住む土地を追われた人々が 70 年以上にわたり難民として暮らしていて、
現在では 500 万人を超える多くの人々が困難な生活を強いられています。

「世界難民の日」 にあわせて、 2018 年 2 月にパレスチナを取材されたフォトジャーナリストの佐藤慧さん、
安田菜津紀さんの写真展とトークイベントを開催します。

中東、 パレスチナというと距離的にも文化的にも 「遠い」 と感じられますが、 そこに住むのは、 家族や友人を愛し、
安全に暮らすことを望む、 私達と同じ人々です。 「知識」 ではなく現地の人々の写真やエピソードを通して、
普段のニュースでは見えてこないパレスチナを身近に感じてください。 皆様のお越しを心よりお待ちしております。

【主催】 国連パレスチナ難民救済事業機関 （UNRWA） ／日本国際ボランティアセンター （JVC） ／上智大学
【協力】 studio AFTERMODE
【お申し込み】 下記フォームか右の QR コードよりお申込みください。
　　　　　　  https://ngo-jvc.info/palestine

【プログラム】　＊どちらも無料です。

■写真展 ： 安田菜津紀 ・ 佐藤慧のパレスチナ写真展
期間 ： 6 月 18 日 （月） ～ 24 日 （日）
展示場所 ： 上智大学 四谷キャンパス 2 号館 1F ロビー
　　　　　（開館時間 ： 8 時～ 21 時）

■イベント ： フォトジャーナリスト佐藤慧による取材報告トーク
日時 ： 6 月 20 日 （水） 18 ： 00 ～ 20 ： 00
会場 ： 上智大学 四谷キャンパス 2 号館 17F　国際会議場
※要事前申し込み

世界難民の日「遠くて近い、パレスチナ」
～フォトジャーナリスト安田菜津紀・佐藤慧が出会ったパレスチナ～

■写真展：安田菜津紀・佐藤慧のパレスチナ写真展　
6月18日（月）～24日（日）

■イベント：フォトジャーナリスト佐藤慧によるパレスチナ取材報告トーク
6/20（水）18：00～20：00

会場：上智大学　四谷キャンパス　参加費：いずれも無料
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【お問合わせ】 日本国際ボランティアセンター （JVC） 広報担当　仁茂田 （にもだ）
　　　　　　  TEL ： 03-3834-2388　MAIL ： info@ngo-jvc.net

【フォトジャーナリストプロフィール】

佐藤 慧 （イベント登壇、 写真提供）
studioAFTERMODE 所属。
世界を変えるのはシステムではなく人間の精神的な成長であると信じ、 紛争、
貧困の問題、 人間の思想とその可能性を追う。 言葉と写真を駆使し、 国家－人
種－宗教を超えて、 人と人との心の繋がりを探求する。 アフリカや中東、 東ティ
モールなどを取材。 東日本大震災以降、 継続的に被災地の取材も行っている。
2011 年世界ピースアートコンクール入賞。

安田 菜津紀 （写真提供）
studio AFTERMODE 所属。 16 歳のとき、 「国境なき子どもたち」 友情のレポー
ターとしてカンボジアで貧困にさらされる子どもたちを取材。 現在、 カンボジア
を中心に、 東南アジア、 中東、 アフリカ、 日本国内で貧困や災害の取材を進める。
東日本大震災以降は陸前高田市を中心に、 被災地を記録し続けている。 2012
年、 「HIV と共に生まれる - ウガンダのエイズ孤児たち -」 で第８回名取洋之助
写真賞受賞。 上智大学卒。

植木 安弘
上智大学総合グローバル学部教授、 国際協力人材育成センター所長。 国連広
報官、 イラク国連大量破壊兵器査察団バグダッド報道官、 東ティモール国連
派遣団政務官兼副報道官などを歴任。 主な著書に 『国連広報官に学ぶ問題解
決力の磨き方』 （祥伝社新書） 『国際連合－その役割と機能』 （日本評論社、
2018 年） など。

田中 理
元国際連合パレスチナ難民救済事業機関 （UNRWA） 上席渉外官、 独立行政
法人国際協力機構 （JICA） 農村開発部企画役。 開発学修士 （保健計画） 取
得後、 農作業を経て独立行政法人国際協力機構 （JICA） にて JICA ボランティ
ア、 北陸支部、 中東地域の事業企画、 エジプト事務所等を歴任。 2013 年から
2015 年まで国際連合パレスチナ難民救済事業機関 （UNRWA） （エルサレム）
に勤務し、 アジア地域の政府、 NGO 等との連携強化を担当。

並木  麻衣
日本国際ボランティアセンター （JVC） パレスチナ事業担当。
イラク戦争のニュースを見て 「紛争下でもたくましく生きる人々の素顔を探しに
行きたい」 と思い、 大学でアラビア語と平和構築を専攻。 授業で知った " 紛争
地 " パレスチナで暮らしてみたくなり、 2006 年から 1 年間パレスチナ ・ イスラ
エルへ留学。 現地に友人が増え、 紛争の両側で生きる人々が抱える問題に直
に触れ 「日本からできることは何だろう」 と悩みを深めて帰国。 大学卒業後は
IT ベンチャー、 経理、 大学などで働き、 スーダン障がい者支援 NGO 事務局
長職を経て、 2013 年 7 月からパレスチナ事業担当。

【イベント登壇者プロフィール】


